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　ICD日本部会三大事業を中心とした活動状況（2025年12月20日～2026年６月６日）について、以下の通りご報告
申し上げます。

１．会員数、海外部会交流、支部活動

１）会員数
　2026年４月１日現在の会員数は253名であり、その
内訳は新入会員６名、終身フェロー59名、特別フェ
ロー１名となっております。会員数は安定して推移し
ており、今後もさらなる会員拡充に努めてまいりま
す。
２）海外部会交流
　国際交流につきましては、本年度も活発な交流が行
われました。
　2025年4月18日から20日にかけて、マレーシア・ペ
ナン島にてセクションXV設立10周年認証式が開催さ
れ、宮崎真至国際理事が講師として招待を受けたほ
か、国際交流委員会より３名が参加いたしました。
　また、2025年５月18日には韓国部会認証式が韓国ソ
ウル市内にて開催され、冨士谷会長をはじめ数名の
フェローが参加いたしました。
　さらに同年10月19日には台湾部会認証式が台湾台北
市内にて開催され、こちらにも冨士谷会長をはじめ数
名のフェローが参加し、交流を深めました。
　加えて、2026年１月25日にはフィリピン部会認証式
が開催され、日本部会より数名のフェローが参加いた
しました。
　このようにアジア各国部会との交流は年々活発化し
ており、日本部会としても今後さらなる連携強化を
図ってまいります。

３）日本部会支部活動
　2025年度中部支部総会・懇親会が2026年３月15日に
名古屋東急ホテルにて開催されました。
　当日は中村勝文フェローによる学術講演も併せて行
われ、中部支部フェロー11名に加え、冨士谷会長ほか
６名が参加し、支部活動の活性化に寄与いたしまし
た。

２．年末集会

　2025年12月20日、帝国ホテル富士の間にて年末集会
が盛大に開催されました。
　これに先立ち、東京区政会館201会議室にて理事会
が開催され、各種会務報告および協議事項について活
発な議論が交わされました。
　その後、本年度の特別企画として「東京ウィメン
ズ・コーラル・ソサエティ」をお招きし、「女声合唱
の魅力を届けるハーモニー」と題したミニコンサート
を開催いたしました。美しい歌声により、年末集会に
ふさわしい華やかな幕開けとなりました。
　また、富士の間前室では11社の協賛企業による出展
展示が行われ、多くのフェローが最新情報に触れ、有
意義な交流の場となりました。
　懇親会では前島事務局長の司会のもと、冨士谷会長
のご挨拶、齋藤マスターによる乾杯のご発声により開
宴し、新フェローの紹介なども行われ、終始和やかな
雰囲気の中、盛会裡に終了いたしました。

事務局長報告

事務局長　前　島　健　吾
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３．第56回冬期学会

　第56回冬期学会は、「臨床・教育から考える歯科の
未来 ～持続可能な歯科医療の実現に向けて～」を
テーマに、2026年３月８日、東京科学大学湯島キャン
パス１号館９階特別講堂にて開催されました。
　講演は以下の３題が行われました。
⃝�松本勝利フェロー「日常臨床・明日から使える臨床

テクニックとこれからの歯科医療に望まれること」
⃝�小野清一郎フェロー「日本の社会構造における歯科

保険診療の存在意義 ～令和8年度診療報酬改定の在
り方とその目指す方向～」

⃝鶴田潤フェロー「歯科医学教育の国際化」
　いずれも非常に内容の濃い講演であり、参加フェ
ローにとって大変有意義な学術集会となりました。
　また、国際交流委員会主催により留学生 徐寧先生
による「留学生の視点から見た日本の歯科医療業界お
よび歯科教育」と題した発表も行われ、新たな視点か
らの提言として大変興味深い内容でした。
　さらに４社による企業展示も併催され、学術と産業
の両面から充実した冬期学会となりました。

４．2026年度第１回理事会、第69回総会・認証式

　2026年6月6日、ホテルメトロポリタンエドモントに
て開催されました。なお前日には「国際会長を囲む

会」が開催されました。
１）国際会長を囲む会
　国際会長夫妻のほか、韓国・台湾・フィリピン各部
会からの海外来賓を迎え、６月５日に水道橋「トミー
グリル」にて日本部会フェローと親睦を深めました。
２）第１回理事会
　東京区政会館201会議室にて開催され、冨士谷会長
が議長を務め、会務報告・国際理事報告の後、各議案
が賛成多数で承認されました。
３）新フェローオリエンテーション
　新フェローに対する認証式リハーサルおよびオリエ
ンテーションが行われました。
４）総会、役員選挙、第2回理事会
　飯島フェローが議長に選出され、会務報告・国際理
事報告の後、第１号から第３号議案が上程され、いず
れも賛成多数により承認されました。また役員選挙も
行われ、35名の理事と２名の監事が決定しました。
　総会の途中に第２回理事会が別室で開催され、小板
橋誠理事が第34代日本部会会長に選出された後、総会
にて小板橋新会長をはじめとする役員が発表されまし
た。
５）ICD特別賞表彰式
　改革推進委員会主催により行われ、根岸達郎フェ
ローにジーシー賞が、故・塚本亨フェローにモリタ賞
がそれぞれ授与されました。
６）認証式
　厳粛な雰囲気の中執り行われ、鏡フェロー選考会議

東京ウィメンズ・コーラル・ソサエティ（年末集会）
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長による選考経過報告の後、６名の新フェローが正式
に認証されました。
７）懇親会
　甲野陽紀氏による特別講演「注意の向け方で変わる
身体感覚の再発見」の後、懇親会が開催され、新フェ
ローの自己紹介なども行われました。終盤には冨士谷
前会長から小板橋新会長への会長交代式も行われ、最
後まで和やかな雰囲気の中で、無事終了いたしまし
た。

　以上の通り、2026年度の主要事業はいずれも滞りな
く開催することができました。これもひとえに役員・
委員各位ならびにご参加いただきましたフェローの皆
様のご協力の賜物であり、ここに深く感謝申し上げま
す。
　今後ともICD日本部会のさらなる発展のため、引き
続きご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

総会・認証式参加者
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日　本　部　会　役　員《2026〜2027年度》

会　　長 小板橋　誠 副 会 長
宮崎　真至（国際理事を兼任）
大金　　誠
七沢　久子

事務局長 前島　健吾 財務主事 中村　勝文

事務局長
補　　佐 北村　晃一 監　　事

平井　　順
堀口　裕司

国際理事 宮崎　真至

理　　事

中久木典子（事業運営委員会：総会・認証式）
前島　美佳（事業運営委員会：年末集会）
林　　　誠（事業運営委員会：冬期学会）
有川　量崇（会員増強・支援委員会）
中村　朋美（改革推進委員会）
片岡　　有（広報・編集委員会）
柴原　孝彦（広報・編集委員会）
菅井　敏郎（国際交流委員会）
上條　英之（財務委員会）
石川　明子
井上　淳子
歌橋　麗華
岸本　崇史
斎藤　隆史
志田佐和子
鈴村　佳弘
前田　初彦
村岡　正弘
山本　一世
服部　　修（中部地区）
末瀬　一彦（関西地区）
阿部健一郎（中国・四国地区）
添島　正和（九州地区）

常任理事

内田　耕司（事業運営委員会）

小野清一郎（会員増強・支援委員会）

安達　一典（改革推進委員会）

飯島　裕之（広報・編集委員会）

森永　宏喜（国際交流委員会）

顧　　問

小室　　甲（第23代会長）

齋藤　　毅（第25代会長）

天野　　惠（第26代会長）

佐藤　吉則（第27代会長）

小林　菊生（第28代会長）

水谷　忠司（第29代会長）

宮﨑　　隆（第30代会長）

隅田百登子（第31代会長）

鏡　　宣昭（第32代会長）

冨士谷盛興（前会長）

参　　与
大岡　　洋
根岸　達郎
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　2026年度
　　１）年末集会：2026年12月19日（土）
　　　　　　帝国ホテル（東京）
　　２）冬期学会：2027年２月28日（日）
　　　　　　東京科学大学（東京）

　2027年度
　　１）総会・認証式：2027年６月５日（土）
　　　　　　ホテルメトロポリタンエドモント（東京）
　　２）年末集会：日程未定
　　　　　　帝国ホテル（東京）
　　３）冬期学会：未定

三　大　事　業　の　予　定

塩原　佳世（米山　武義、小野清一郎）
柴岡　永子（大金　　誠、石川　明子）
西 　雅子（森永　宏喜、小野清一郎）

丸山　哲昇（夏目　長門、冨士谷盛興）
宮本　一世（中村　勝文、小野清一郎）
渡邉　　聡（冨士谷盛興、前田　初彦）

注：カッコ内は推薦者、敬称略

The Induction Ceremony of the New Fellows

第69回日本部会認証式　2026年度新フェロー

2026．6．6　ホテルメトロポリタンエドモント


